
27.「藤」と「葛」 

 

ガイドをしていて定番の質問が、「藤井寺」と「葛井寺」の違いです。あいまいに答えるのも口

惜しいのでチャレンジしてみましたが、参考にした資料も少なく、偏った見方をしているかも知

れません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．中興の祖 藤井安基 

藤井寺の由来に藤井安基の中興説があります。『河南紫雲山縁起』に「藤井寺の異説、藤井安

基蘇生の因縁」として登場します。乱暴者の藤井安基が急死し炎魔大王によって地獄に落とさ

れるところを、長谷寺修復の公事を勤めたことがあるという仏縁によって長谷寺の観音に救わ

れ蘇生します。葛井寺本尊が長谷寺の観音と同木同作と聞いて葛井寺の復興に努めた結果、い

つしか藤井寺と称されるようになった、という筋書きです。 

しかし、この中興説にはモデルが存在します。鎌倉時代初期の『長谷寺霊験記 第廿六』(＊１)

に藤井安基が全く同じ筋書きで登場するのです。だたし蘇生した後の展開が異なり、「ソノ後彼

ノ安基当寺ニ住シテ、一期観音ニ奉仕シ。臨終正念ニシテ命終シヌ」。安基は生涯、長谷寺の観

音に奉仕しました。中興説は『長谷寺霊験記』を下敷きにした説話です。 

 

２．地名としての藤井 

養老 4 年（720）、白猪史は葛井連を賜姓されました。 

『藤井寺市史 各説編』は、「白猪氏が本貫としていた丹比郡野中郷の藤が茂り清井のある地

<藤井>を居住地としていたことに因み、渡来人的教養感もあって葛井連を賜った」と記してい

ます。 

改姓は通例として、その氏族が担った職に因む場合と、居地に因む場合があるそうです。時

代は下りますが、土師宿禰古人等は天応元年（781）に居住地の地名に因み、菅原への改姓を願

い出て許されました。また、土師宿禰安人等は延暦元年（782）に秋篠への改姓を願い出ました

が、賜姓の 2 年前、宝亀 11 年（780）に光仁天皇が秋篠寺へ封百戸を施入しているので、こちら

も秋篠という地名に因んだ改姓といえます。 

「ふじい」への改姓も地名に因んだものでしょう。 



平安中期の『和名類聚抄』に藤井という郷名はないので、狭い範囲の地名でしょう。鎌倉時代

初期の『寺門高僧記（行尊伝）』(*2)は三十三所観音巡礼の初見史料とされますが、藤井寺を次

のように記しています。「八番 剛林寺<等身千手。河内南郡> 願主<藤井氏。字藤井寺>」。また、

葛井寺所蔵の大般若経の奥書に「仁平 4 年（1154）…丹南郡土師郷日本大霊験所 葛井寺御宝

前…」と記しています。 

 

３．「藤」を避ける 

奈良時代から平安時代初期は唐風文化が盛んで、姓を漢字一文字で表すことがあります。例

えば光明皇后は、臨書した『楽毅論』に、自らを藤三娘と書きました。平安時代初期の勅撰漢詩文

集『経国集』は、漢詩文の執筆者を次のように一字姓で記しています。 

藤原宇合 → 藤宇合 

葛井諸會 → 葛諸會 

白猪廣成 → 白廣成 

藤原氏は一字姓に藤を使っていました。避諱（ひき）といって貴人の名前を避ける風習があり

ますが、白猪氏が「ふじい」に改姓する際、藤原氏と重なる藤の字の使用を遠慮したのかも知れ

ません。 

では何故、「ふじ」の音に葛の字を当てたのか。漢和辞典を引いても、蔓性の植物という解説

が共通する程度で、葛に「ふじ」という読みはありません。昔は藤と葛の漢字は同じように使っ

ていたという話を聞いたことがありますが、出所は分かりません。それ以上の手掛かりを探し出

せませんでした。 

 

４．「葛井寺」の使い方① （平安後期～室町時代） 

 寺の名前はどのように記されてきたのでしょうか。『藤井寺市史 第 1 巻』などから拾うと、 

①葛井寺所蔵の平瓦に「葛井寺後の修理瓦／久安三年（1147）<卯丁>三月六日」と范形で

陽刻。 

②建永 2 年（1207）の『僧深慶寺領注進状』に「…河内国末寺葛井寺（宝名剛林寺）丹南郡

…」。 

③鎌倉時代中期の『拾芥抄』に「藤井寺（河内丹南郡、剛林寺と号す。…）」。 

④『民経記』に嘉禄 2年（1226）、広橋経光らが「藤井寺」参拝。 

⑤『尋尊大僧正記』の長禄 2 年（1458）7 月日に「…河内国岡村庄之内剛琳寺（添え書きで、

号葛井寺）々僧等…」。 

寺号は剛琳（林）寺で共通しています。 

通称は葛井寺と藤井寺、両方の書き方があります。(*3) 

1) ①②⑤は「葛井寺」。僧侶などが残した瓦･文書。 

2) ③④は「藤井寺」。貴族が残した文書。 

声に出すと、どちらも「ふじいでら」ですが、僧侶は『続日本紀』などの教養を踏まえて葛井寺

と記し、貴族は音を素直に写した藤井寺を使っているようです。  

 



 

５．「葛井寺」の使い方② （江戸時代～明治初期） 

『藤井寺市史 第 7 巻』は、藤井寺村の文書 10 通（以下、村文書）と、葛井寺の文書 25 通（同、

寺文書）、併せて 35 通を収録しています。江戸時代の文書が中心ですが、葛井寺という字句の

使い方を見ます。 

まず、村文書に葛井寺は登場しません。地名はすべて藤井寺（村）です。 

次いで寺文書ですが、寺の外に出ることを想定していない各種控えや出納帳に、葛井寺を使

っています。また、「順礼一札」も葛井寺です。三十三所観音巡礼は長い旅ですから、道中、体調

を崩す人も当然出ます。亡くなった人を葬る際、のちの詮議に備えて同行人から埋葬を認める

書面を提出させますが、その宛先は「葛井寺 御役人衆中」。また、病人が故郷に帰りたいけれど

路銀がない場合、道中の便宜を図ってもらえるよう書面を発行します。この時の差出人は「河州

葛井寺役人」、宛先は「国々宿々村々 御役人衆中」でした。世間一般には「ふじいでら」で知ら

れていたのでしょう。 

地名に葛井寺を使うのは寺文書の特徴です。村文書と比較すると、 

<村文書> 

①河刕丹南郡藤井寺村_友右衛門… 「河州丹南郡藤井寺村明細帳」 宝暦 8 年（1758） 

②河刕丹南郡藤井寺村_年寄…   「高反別書上帳」 慶応 4 年(1868) 

<寺文書> 

③葛井寺村_剛琳寺               「御朱印頂戴目録」 寛政元年（1798） 

④河州丹南郡葛井寺村_剛琳寺領河州河内郡豊浦村之内暗峠 

 「暗峠書付控」 文政 12 年(1829) 

⑤河州丹南郡葛井寺_剛琳寺    「葛井寺由緒並びに什宝記」 明治 3年（1870） 

④は暗峠の庄屋が寺に宛てた文書をまとめたものです。この中の天明元年(1781)の文書に

葛井寺村と記しているのは、寺領という特殊事情によるものでしょう。 

なお、文書への署名（寺号）は剛琳寺です。鎌倉時代初期の『寺門高僧記』から、明治 3 年に堺

県へ提出した文書まで変わりません。 

 

６．まとめ 

 煩雑になったのでまとめると、次のようになります。 

①寺号は剛琳寺。葛井寺は通称。 

②地名は藤井寺。 

③白猪氏が改姓する際、藤原氏に遠慮して藤の字を使わず、葛井としたのではないか。 

④葛井寺の使用は僧侶から始まったのではないか。 

⑤葛井寺文書は葛井寺という字句を、通称だけでなく、地名にも使っている。 

 

南大門の前に天保１２年（1841）建立の石碑があります。 

  正面 「西国霊場／五番札所 ふちい寺」 

  裏面 「西国五番 藤井寺」 



 なぜ、石碑の両面に「ふじいでら」を刻むのか。正面は、西国五番札所のお寺が「ふちい寺（葛

井寺）」であること。裏面は、西国五番のある所（地名）が「藤井寺」であることを表し、使い分け

ているのではないでしょうか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「ふじ」の音に葛の字を当てた理由はわかりませんでした。核心部分を解きほぐすことはでき

ず、葛藤状態のままで終わります。 

（2022 年 3月 古川） 

 

*1) 次頁に『長谷寺霊験記 第廿六』を掲載。 

同院御宇：第廿五話に「堀川院御宇」。在位 1087-1107 年。 

  永長年中：1096-1097 年。 

*2) 行尊（1055-1135）平安時代後期の天台僧。 

*3) 「地名＋寺」の通称を持つ例は身近なところにある。 

『河内国西林寺縁起』（1271）は「一 縁起事／天平 15 年…／西林寺（添え書きで、古市寺） 

／…」と記している。 

  <寺号>   <通称>   <所在地> 

  剛琳寺   葛井寺    藤井寺 

  西琳寺   古市寺    古市 

 

資料１ 『藤井寺市史』（第 1 巻、第 7巻、各説編） 

資料２ 「長谷寺霊験記」『大日本仏教全書 第 85 巻』（1975 年 講談社） 

資料３ ふじいでらカルチャーフォーラム「葛井寺 千手観音菩薩像は見た ふじいでらの歴史」

（2022 年 藤井寺市） 

資料４ 『続日本紀（下） 全現代語訳』（1996 年 講談社学術文庫） 

資料５ 「寺門高僧記」『続群書類従 第 28 輯上』（1978 年 続群書類従完成会） 

資料６ 「経国集」『群書類従 第 8 輯』（1980 年 続群書類従完成会） 

資料７ 「尋尊大僧正記」『増補 続史料大成 第 26 巻』（1978 年 臨川書店） 

資料８ 『羽曳野市史 第 4 巻』 



 

*1) 長谷寺霊験記 第廿六話 『大日本仏教全書 第８５巻』 


